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◆新たな図書館資料群

　図書館で提供する資料の種類には、図書、雑誌、視聴覚資料があるが、情報技術(ＩＴ)の発達により、第４の図書館資料である電子媒体の資料が出現した。電子資料には、ＣＤ－ＲＯＭ、オンラインデータベース、インターネット上のネットワーク情報資源などがある。図書館は、住民や学生の自主的な学習を支援するために、様々な資料を提供しており、これらの電子資料を収集、提供、保管するためにＩＴが必要になってくる。パソコンやインターネットは視聴覚資料の再生装置のようなもので、我々は、それらの仕組みによって電子資料を利用することができる。パソコンという乗り物を運転して、インターネットという道路を通って、電子資料に到達するわけである。ただし、情報技術に対して過大な期待を抱くことは間違いであり、パソコンやインターネットは知的生産性を向上させるための道具であり、情報技術を何に、どう役立てるかという戦略意識を持つことが、図書館にとっても図書館の利用者にとっても重要である。また、道具を使いこなすためには、道具に習熟しなければならないが、それ以前の問題として日本語表現能力も要求される。

◆おすすめのデータベース

　オンラインデータベースは、当初は電話回線によって接続する公衆回線方式であったが、この方式は廃れてしまった。その後、ＣＤ－ＲＯＭによってデータベースが提供され、図書館のパソコンにＣＤ－ＲＯＭをセットして検索するスタンドアローン方式に移行した。ＣＤ－ＲＯＭで提供されるデータベースをパソコンで使うためには、それぞれの検索プログラムをパソコンに組み込み、使いたいＣＤ－ＲＯＭを差し替えなければならず、維持・管理が煩雑であった。

　公衆回線方式は、検索結果の件数や検索時間によってデータベース使用料金が課金される従量課金制のサービスであったが、スタンドアローン方式では、データベースの年間使用料金をあらかじめ前払いする固定料金制のサービスになり、出力件数や検索時間を気にせずに利用できるようになった。従量課金では、利用者に変わって図書館員が検索を代行する代行検索方式であったが、スタンドアローン方式では利用者自身が検索する方式に変わって、データベースの利用件数が飛躍的に増大した。

　最近は、データベースのＣＤ－ＲＯＭを複数枚格納できるＣＤ－ＲＯＭサーバを１台設置して、構内ネットワークによって複数のパソコンで利用するＣＤ－ＲＯＭサーバ方式が可能になった。この方式では、月単位や年単位で更新されるＣＤ－ＲＯＭを差し替えたり、追加する作業が相変わらず必要であり、ＣＤ－ＲＯＭサーバの価格は数百万円と高額である。

　最も簡便な方式として注目されるのは、インターネットによってデータベースに接続し、Ｗｅｂの閲覧ソフトであるブラウザから検索できるインターネット方式である。インターネット方式では、パソコンへの検索システムの組み込みも必要ではなく、データベースのアップデートもデータベースサービス提供側でなされ、図書館側の作業が最小限になる。しかし、当然であるがインターネットに接続したパソコンが必要になり、ネットワーク基盤整備の遅れている図書館では利用が困難となる。インターネット方式は、契約によっては図書館以外からの利用も可能になり、非来館型のサービスとして今後の図書館機能を大きく飛躍させる可能性を持っており、あらゆる図書館は積極的に導入を検討すべきである。

　国立国会図書館によって作成される国内雑誌の索引データベースの「雑誌記事索引」(日外web：http://web.nichigai.co.jp/)や、朝日新聞のフルテキストデータベースの「ＤＮＡ：Digital News Archives」(ＤＮＡ：http://dna.asahi.com:7070/)などが、固定料金制のインターネット方式で提供されている。この２つのデータベースは図書館向けサービスを想定しており、図書館の規模に関わらず、図書館内から同時にデータベースを利用できる人数(同時アクセス数)によって契約料金が固定料金制によって設定されている。

◆無料のWebデータベース

　図書館におけるＩＴ革命はインターネットに接続できるパソコンの利用者への開放である。インターネット上には無料の生活関連情報を提供するデータベースが多く存在する。例えば、ＮＴＴの「タウンページ」<http://itp.ne.jp/>は、検索したお店や会社の住所、電話番号とあわせて、周辺の地図までも提供してくれる。

　個々のホームページには特定テーマに関しての有用な情報が蓄積されて公開され、ひとつひとつのホームページが百科事典の大項目や小項目を構成し、インターネットが全体として大きな百科辞典データベースとなっている。検索エンジンは百科事典の高機能な索引にあたる。「Google(グーグル)」<http://www.google.com/intl/ja/>を使うと、探しているホームページが検索結果の最初に現れる。検索エンジンについては、初代検索の鉄人・関裕司さんによる「webhunter：インターネットと情報検索メーリングリスト」<http://www.shikencho.com/>によって、最新の動向を得ることができる。

◆図書館の方向性

　インターネットの本質と図書館の本質は非常に似かよっている。図書館の機能は、情報の収集、蓄積、提供であり、図書館機能を実現するための手段として図書館ネットワークによる資料や情報の共有がある。それに対して、インターネットの思想は、コンピュータ資源や蓄積された情報の共有であり、Webや電子メールといったインターネットのツールも資源や情報を共有するための手段として発達してきた。結果的に、インターネットは個々のホームページをリンクによって統合した総合的情報システムを形成している。図書館はインターネットと協調することで自らの機能をさらに充実していくことができ、インターネットの世界で図書館は有用な情報の供給源として活躍できるはずである。

　今後の図書館は「データの統合(Aggregation)」→「データ同士のリンク(Integration)」→「ほしい情報のみを受け取るデータのカスタマイズ(Customization)」といった流れのなかでサービスを提供し、情報のプラットホームとして機能する方向を目指すべきである。

◆消費から生産へ

　ネットワーク上の無料のデータベースを一般市民が活用することで、インターネット上の情報を検索する「検索エンジン」という道具が社会に浸透し始めた。その結果、社会的には、図書館の伝統的な業務である情報の組織化が重要性であるとの認識が高まっている。

　また、ホームページを開設することで個人による情報の生産が簡単に行えるようになり、図書館でも「情報の消費から生産へ」の視点の転換が必要になっている。新たな図書館機能として、検索機会の提供や情報発信機会の提供が、学生サービスや住民サービスとして求められている。その結果、情報を集めて、評価し、活用する本当の意味での情報リテラシーの必要性の認識も高まっている。

　図書館は、多様な要求に応える便利な「施設」とは何かを戦略的に打ち出したところがサービス機関として勝ち残るだろう。図書館も、コンビニのように商品や顧客のターゲットを絞る販売戦略を学ぶ必要がある。結論は広義のハイブリッド化であり、資源、組織、考え方の強化と異館種・異業種協力であろう。

◆図書館員の知識格差

　インターネットがこれだけ普及してくると、インターネットに関して図書館や図書館員の間の格差が顕著になってくる。インターネットに関わる「技術」の習得、インターネットの「活用」の方法、インターネットに対する「理解」などに大きな格差が生じている。

　技術的には、ホームページのブラウジングや検索、電子メールによる情報交換、ワープロで業務用文書を作成する程度は、今時の図書館員にとっては簡単なことである。しかし、動かなくなったパソコンの再セットアップ、新しいソフトの組み込み、ホームページの作成・運営というところまでくると、半分以上の図書館員には荷が重くなる。さらに、サーバを立ち上げてネットワークを構築しメンテナンスするとなると、その仕事が図書館員の仕事になるかどうかはそれぞれの図書館の事情で異なるが、ほとんどの図書館員には未知の領域となる。

　次に、インターネットの活用の場面では、インターネットを単なる情報収集の道具とみなす図書館員もいれば、個人レベルでも出版活動をおこなえる情報発信の道具として広報・出版・コミュニケーションに活用している場合もある。

　最後に、インターネットの理解という局面では、利用者や関連業界・団体、さらには設置母体とのコミュニケーションを深め、共に機能を高め、共に愉しむ「共愉」の思想を実現することが、21世紀の図書館に求められている。図書館員や情報部門担当者はホームページの検索、作成、活用に習熟し、変貌する図書館サービスにおける「道具」としてインターネットを理解していきたい。

◆用語解説

· WWW(World Wide Web)：ハイパーテキストやリンクを使った情報提供システム。インターネットで最も利用されるシステム。Webともいう。世界的に共通した形式でハイパーテキストを作成、提供できるシステムで、WWWによってインターネットが爆発的に普及した。
· ハイパーテキスト：文書、画像、音声、動画などの様々な種類の情報を相互に関連づけて参照したり引用したりする概念。これを実現したのがWWWである。HTMLにより記述する。
· HTML(Hyper Text Markup Language)：ホームページのレイアウトを記述するための言語。文書の中に書式属性を定義する「タグ」を埋め込んだテキストファイルを、ブラウザは「タグ」の指示する属性を解釈して表示する。
· HTMLタグ：タグの機能をおよぼしたい文字列を、開始タグと終了タグではさむ。<タグ名>文字列</タグ名>。HTMLファイルの「全体構造」を定義するタグ、文字の大きさなど「文字の修飾」を定義するタグ、文章の段落などの「仕切り」を定義するタグ、リンクを定義するタグ、「マルチメディアデータの扱い」を定義するタグ、箇条書きなどの「リスト形式」を定義するタグ、「表組」を定義するタグ、ホームページをみている利用者からアンケートや感想などの情報を得るための「フォーム」を定義するタグ、ホームページの画面をいくつかの部分に分割してそれぞれに別のHTMLファイルを表示させる「フレーム」を定義するタグ、などの種類がある。
· リンク：文字列やイメージに、文書中の他の箇所、他の文書、他のホームページへの関連づけをおこなう。その文字列やイメージをクリックすることで、自由に他のページやイメージを表示できる。
· ブラウザ：HTMLによって記述された情報を表示するためのソフトウェア。ネットスケープナビゲーター(Netscape Navigator)やインターネットエクスプローラー(Internet Explorer)がよく利用されている。ブラウザはインターネット上で無償で配布されたり、雑誌の付録のＣＤ－ＲＯＭに収録されている。最近のパソコンには最初から附属している。
· ホームページ：WWWで提供される情報画面のことで、HTMLを使ってWWWブラウザに表示できるように記述したファイルの集合体のこと。特に、いくつかのページで構成されるホームページの目次や先頭のページをトップページと呼ぶ。
· URL(Uniorm Resource Locator)：インターネット上のファイルやホームページの位置を示す統一された書式。例えば、http://www2d.meshnet.or.jp/~st886ngw/は筆者のホームページの位置を表しています。
· ドメイン名：インターネット上での組織の正式名称のこと。組織名.組織の属性.国名という形式で表現される。

· メーリングリスト：特定の話題や情報によって形成されたグループに登録した全員にたいして、ひとつの電子メールを同時に配信する仕組み。
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